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「

姉

と

弟

」
（
第
四

十

九
回

）

「
新
・
美

空
ひ
ば
り
物

語
－

不

死
鳥

ふ
た
た
び
」
公

演
が
、
新
宿
で

あ
っ
た

。

今

回

は
母

と
子

、
姉

と
弟

の
愛

情
を

テ

ー
マ
と
し

た
構

成

。
お
嬢

そ
っ

く

り
の
浅

茅

陽

子

さ
ん

や

、

親
友
の
雪

村
い
づ
み
さ
ん
か

ら

感

動

を

も
ら
っ
た

。

ひ
ば

り

さ
ん

が
子

供

の

頃

、
バ
ス

事

故

で

奇

跡

的

に

助

か

り

、「

日

本
一
の

歌

手

に

な

れ
ま

す
よ

う
に

」
と

願

を
か

け

た
の

が

、
高

知

県

大

豊

町

に

あ

る
日

本
一
の

大

杉

だ

。
「

夫

婦

杉

」

の

愛

称

で

親

し

ま

れ

、

高

さ
6
0
m
、
根

元

の

周

囲
2
0
m
、
推

定
3
0
0
0

年

と
さ

れ
る
木
で

あ
る

。

こ

の
巨

木

を

植

え

た
の
が

、

″

ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

須

佐

之

男

命

で

あ

る

と

い
う

。
以

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
　
　

『

前

に

観

た

演

劇

「
日

本

武

尊

伝

説

」

や

日

本

書

紀

か

ら

、
若

干

ポ

イ

ン

ト

を

ま

と

め

て

み

よ

う

。

イ
ザ
ナ
ギ
が
左
の
目
を
洗
う
と

天
照
大

神
が
、
鼻
を
洗
う
と
ス
サ

ノ
オ
が
生

ま
れ

、
姉

弟

の
関

係

に
。
姉

が
天

上

を

、
弟

が
地

上

を
治

め
る

よ

う

に
命

じ

ら

れ
た

。
弟

の
暴

挙

に

姉

が
怒

り

、
姉

は

天
の

岩

屋

戸

に
閉

じ

こ

も

り

。
世

界

は
暗

闇

に
な
っ
た
が

。

歌

と
踊

り
で
興

味

を

ひ
か
せ

、
ど

う

に
か
解
決
で
き
た
。
こ
れ
は
、

日
照
時
間
が
減
る
と
、生
命

が

衰

弱

し

作

物

の

収

穫

が

落

ち

る
こ

と

を

意

味

し

、
姉

は
太

陽

や
豊

穣

の
女

神
と

も
い
え
る

。

弟

は

、
抜

い
た

ひ
げ

が
杉
の
木
に
な
る
な
ど

、

日

本

国

中

に
木

々

を

茂

ら
せ

た
「
木

の

神
」

だ
っ
た

。
森

の
中

に
は

、

植

物

と

動

物

の

命

の

循

環

が

あ
る

。
農

耕

が

進

む

と

森

は

破

壊

さ

れ

て

し

ま

う

。
こ
の

様

子

を

弟
が
懸
念
し
、
姉
に
抵
抗
し

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

５

月
2
1
日

は

、
７

２

０

年

に

日

本

書

紀

が

完

成

し

た

日

。
も

し

、
あ

な

た
が
こ

の

姉

と

弟

だ
っ
た

ら

、
ど

の

よ

う

な

国

作

り

や

命

作

り

を

し

た
と

思
い
ま

す
か
？

（
医

学

博
士
・
内

科

医

師

）
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